
東日本大震災から学ぶもの東日本大震災から学ぶもの

資料－１

平成２３年６月９日平成２３年６月９日
四国東南海・南海地震対策戦略会議四国東南海・南海地震対策戦略会議

過去に経験のない規模の巨大地震・津波が発生

■平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震の概要①震源域が非常に広範囲で、強い揺れ、継続時間が長い地震動
また、大きな余震が長期にわたり発生

■平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震 （東日本大震災）
○発生日時：平成２３年３月１１日（金）１４時４６分頃
○震源及び規模（推定）など（平成２３年６月５日現在）：

モーメントマグニチュード Ｍｗ９．０、深さ約２４ｋｍ
主な断層の長さは約４５０ｋｍ、幅は約１５０ｋｍ 破壊継続時間は約３分間

○余震：Ｍ７以上 ５回、Ｍ６以上 ８２回、Ｍ５以上 ５０２回



死者・行方不明者数 死 者 １５，３５５名
行方不明者 ８，２８１名

（6月4日現在、警察庁調べ）

建築物被害（住家） 全 壊 １０万９，１４７棟
半 壊 ６万９，７８９棟
一部破損 ３１万７，７１０棟
全焼・半焼 ２６１棟

（6月4日現在、警察庁調べ）

避難者数 ９万８，９１６人（6月4日現在、警察庁調べ）
４６万８，６５３人（3月14日（ピーク）時点）

津波による浸水面積 青森県： ２４ｋ㎡
岩手県： ５８ｋ㎡
宮城県：３２７ｋ㎡
福島県：１１２ｋ㎡

（4月18日現在、国土地理院調べ）

東日本大震災の概要

過去に経験のない規模の巨大地震・津波が発生

【産経新聞（１面）平成２３年４月１４日】 【高知新聞 夕刊（７面）平成２３年５月２７日 時事通信社配信】

訓練通りの避難行動や機転を利かせた対応が被害を最小化した

１．巨大地震・津波からの避難



【産経新聞 東北版（２０面）平成２３年３月２１日】

高台への避難路や道路に設置していた避難階段などの避難施設が有効に働いた

津波避難通路

■小本小学校津波避難階段（岩手県岩泉町）の事例

国道45号

小本小学校

１．巨大地震・津波からの避難

おもと いわいずみ

高い建築物や高速道路等が避難場所として活用された

■宮古道路（岩手県宮古市）の事例

１．巨大地震・津波からの避難

大津波発生時に金浜住民が

宮古道路に避難
（３月１１日 １５時頃）

・避難住民 約６０人

（避難住民は盛土法面を駆け上

がった模様）

かねはま



関係機関の連携により救援・救護、救出活動が展開され多くの命が救われた

警察による救出活動（警視庁ＨＰより）

陸上自衛隊による救出活動（陸上自衛隊ＨＰより）

■浸水・瓦礫の中での消防・自衛隊・警察等による懸命な救出活動

１．巨大地震・津波からの避難

排水ポンプ車による排水状況（名取市閖上［ゆりあげ］地区）

瓦礫の撤去状況（名取市閖上［ゆりあげ］地区）

消防による救出活動（写真提供 東京消防庁）

高台に設けた学校や病院などの重要施設は大きな被害を免れ、避難所としても機能した

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

「女川町立病院」（宮城県）は高さ１６ｍの高台に位置するが、１階まで津波が押し寄
せたものの大きな被害は免れ、避難所等として機能。

■宮城県女川町の事例

女川町立病院（高台）

女川町立病院（高台）

女川町在宅介護支援センター

おながわ



２．これまで整備してきた社会インフラの効果

巨大津波に対しても、防波堤や防潮堤などは被害軽減に一定の効果を発揮した

太田名部地区防潮堤が津波に対して決壊せず、上流にある集落への津波被害を抑えた。

■太田名部地区防潮堤（岩手県下閉伊郡普代村）の事例

上流側の集落

太田名部地区防潮堤

し も へ い ぐ ん ふ だ い む らお お た な べ

釜石港防波堤は被災したものの、津波に対し、津波高の低減、防波堤を越える時間の遅延、また
遡上高の低減など一定の効果を発揮した。

■釜石港防波堤の津波低減効果の事例

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

独立行政法人 港湾空港技術研究所 「釜石港における津波防波堤の効果（シミュレーション結果）」より引用

巨大津波に対しても、防波堤や防潮堤などは被害軽減に一定の効果を発揮した



「命の道」として救急・救援、復旧に役だった三陸縦貫道は津波を避けて計画されており、

被害を受けることなく緊急輸送路として機能した。

■三陸縦貫道（岩手県山田町～宮城県利府町）の事例

交通ネットワークとして信頼性の高い高速道路は、緊急輸送路として機能した

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

り ふ

■仙台東部道路（宮城県亘理町～仙台市宮城野区）の事例

至 亘理ＩＣ

仙
台
東
部
道
路

仙台東部道路付近の浸水状況

海側

陸側

至 仙台空港ＩＣ

岩沼IC付近

○海岸から4キロ付近まで津波が押し寄せた仙台平野では、周辺より高い盛土構造（７～１０ｍ）の

仙台東部道路に、約230人の住民が避難。

○仙台東部道路の盛土は、内陸市街地への瓦礫の流入を抑制した。

○海岸から4キロ付近まで津波が押し寄せた仙台平野では、周辺より高い盛土構造（７～１０ｍ）の

仙台東部道路に、約230人の住民が避難。

○仙台東部道路の盛土は、内陸市街地への瓦礫の流入を抑制した。

平野部では盛土形式の高速道路が津波被害を抑制した

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

仙台東部道路より海側（東側）

仙台東部道路より陸側（西側）

仙台東部道路から
陸側（西側）は流
木ゴミ等の大規模
な散乱がなく被害
が少ない

み や ぎ のわ た り



２．これまで整備してきた社会インフラの効果

■「道の駅」の事例

道の駅やインターチェンジと一体で整備された周辺施設が防災拠点としての
機能を発揮した

■南三陸町の事例

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

道の駅やインターチェンジと一体で整備された周辺施設が防災拠点としての
機能を発揮した

■南三陸町では、ＩＣ予定地に一体的に整備された運動施設（スポーツ交流村）が、地域住民の避

難所や行政・ボランティアの活動拠点として機能を発揮。



２．これまで整備してきた社会インフラの効果

耐震対策や液状化対策を行っていた道路や河川堤防、港湾、空港、役場など
の構造物は壊滅的被害を免れた

■橋脚（国道４５号）耐震補強の事例

阪神淡路大震災での道路の被害を踏まえ、これまで東北管内４９０橋の耐震補強対策を実施してき
た結果、落橋などの壊滅的な被害を防ぐことができ、早期復旧を実現

２．これまで整備してきた社会インフラの効果

■耐震強化岸壁（仙台塩釜港 仙台港区）の事例

移動した通常岸壁

耐震強化岸壁

正常な岸壁法線

■通常岸壁（写真手前側）は海側に移動し、背後の荷役場に沈下などの被害が発生。

これに対し、耐震強化岸壁（写真奥側）の被害は小さかった。

耐震対策や液状化対策を行っていた道路や河川堤防、港湾、空港、役場など
の構造物は壊滅的被害を免れた



３．迅速かつ的確な復旧

被災状況の早期把握が復旧作業に寄与した

浸水範囲概況図（国土地理院）
石巻市南浜町周辺の被災状況

平成２３年３月１２日撮影（国土地理院）

←被災前（昭和５０年９月撮影）

■国土地理院の対応事例
■国土地理院では、地震発生直後直ちに災害対策用地図、斜め写真などの航空写真、地盤沈下などの地殻

変動、浸水範囲概況図など、様々な情報を公表。被害状況の把握に貢献した。

みなみはま

交通ネットワークの早期復旧により、支援・復旧活動に寄与した

■交通関係の復旧状況の推移

３．迅速かつ的確な復旧



■「くしの歯作戦」の事例

３．迅速かつ的確な復旧

交通ネットワークの早期復旧により、支援・復旧活動に寄与した

早期啓開・復旧を実現させたもの

①骨格となる高規格な道路の存在

②地元の建設業者の支援による早
期啓開

③内陸の事務所と業者の応援によ
る復旧活動

④国総研・土木研究所等の技術的
支援（橋梁の調査など）

第１ステップは3月12日に確保。第2ステップは3月12日に11ルート、3月14日14ルート、
3月15日に全15ルートの東西ルートを確保（※16日から一般車両通行可）。第3ステッ
プは3月18日までに97%（国道45号、6号）が通行可能となる等、道路啓開は概ね終了。
3月18日より応急復旧の段階に移行。

国道45号（岩手県釜石市）

被災状況被災状況 ３月１２日撮影３月１２日撮影 ２車線交通路確保２車線交通路確保 ３月１２日撮影３月１２日撮影

被災状況被災状況 ３月１２日撮影３月１２日撮影 ２車線交通路確保２車線交通路確保 ３月１５日撮影３月１５日撮影

国道45号（宮城県仙台市宮城野区～多賀城市）

■早期道路啓開の事例

３．迅速かつ的確な復旧

交通ネットワークの早期復旧により、支援・復旧活動に寄与した



３．迅速かつ的確な復旧

交通ネットワークの早期復旧により、支援・復旧活動に寄与した

■東北地方の空港における救援輸送拠点・代替輸送拠点としての活用事例

東北地方の空港については、東日本大地震発災により仙台空港が使用不能となる中、花巻、山形、福島の３空
港を直ちに２４時間運用可能とすること等により、救援機の活動や、高速道路、新幹線不通の間の代替輸送拠点
としての役割を果たした。

全国からの支援を受けた復旧活動によりライフラインが回復

３．迅速かつ的確な復旧

【日本電信電話（株）報道発表資料（H23.4.27から抜粋】 【（株）ＮＴＴドコモ報道発表資料（H23.4.27）から抜粋】

■ＮＴＴグループの対応事例



計画的な排水作業、瓦礫処理が応急対策や早期復旧に貢献

３．迅速かつ的確な復旧

■津波による浸水・瓦礫対策の事例

橋梁上（一般車通行止め）は瓦
礫を運ぶ車両の列

瓦礫集積場へ

仙台東部地区（名取川～阿武隈川）の浸水対策状況

排水ポンプ車の現地作業状況




